
 

発     言     通     告     書 

    令和 6年 12月 2日 

松山市議会議長 原   俊 司 殿   

  松山市議会議員 大 亀 泰 彦 

次のとおり通告します。    

発言順位 １６ 受領日時 12月 2日 午後 2時 50分 1 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 20 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 選挙事務について （１）投票率に関して 

   ①ここ数年の本市の投票率の推移、他の中核市との比較及び年代別 

    等の傾向について 

   ②投票率向上に向けてのこれまでの取組の効果や課題について 

   ③SNSの活用や選挙割等の今後の取組について 

  （２）主権者教育に関して 

   ①18歳選挙権解禁以降、これまでの取組の効果や課題について 

   ②こども議会や今後の取組について 

  （３）電子投票や選挙事務のデジタル化について 

   

2 松山市駅前広場整備事業について （１）駅前ロータリー本格稼働後の再検証の評価結果及び新たな課題と 

   対応について 

  （２）軌道線・電停の移設工事の詳細なスケジュール及び人と交通の共 

   存する空間づくりの留意点について 

  （３）広場での社会実験の計画等のにぎわい創出及び回遊機能の強化 

   について 

   

3 市民所得について （１）年収の壁の撤廃について 

  （２）市民所得の向上に向けて具体的な目標値を設定することについて 

  （３）賃上げ応援奨励金制度の活用状況、追加募集の内容や狙い及び 

   今後の対応について 

  （４）観光産業に従事する就業者の市民所得の現状及びもうかる観光 

   振興について 

   

   

   

   

 


